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施工会社

フレックスガード施工会社

販売会社

施工に関する相談お問い合わせは

施工に関する相談お問い合わせは

愛車をサビから守る世界No.1ブランド愛車をサビから守る世界No.1ブランド

過酷な沖縄の風土に合わせて
開発された防錆システムの決定版！

これまで177,800台以上の施工実績（グループ会社含む）



ドアパネル
下部の断面図

油性浸透剤

コーキング

フロントガラスの
下部付け根
水の通り道なので大事な箇所。
錆びが出るとガラスも破れ、高額
修理となる場合があります。

リアエンドパネル
溶接部分が錆びやすい部位です。
雨漏りの原因になります。

フロントタイヤ内上部
水、汚れ、湿気が溜まる部分。フ
ロントフェンダー裏の為、外観か
ら確認しずらい箇所です。

フロントラジエーター
サポート下部
特によく錆びる部分。フロントナ
ンバープレート裏側。

リアスライドドア上部
サビ穴が空くと雨漏りし、交換に
なると高額修理になります。

これまで177,800台以上の施工実績！沖縄で車の錆止めならお任せください！！
車の錆対策はお済みですか？

亜熱帯地域、沖縄の特別仕様【3ステップ防錆】

沖縄独自の【2ステップ防錆】に加え過酷な環境でも万全の対策を行えるよう、以下の
箇所へ水性密封剤「クリア」を塗布し、油性密封剤を組み合わせて使用することで、
沖縄独自の【3ステップ防錆】に進化！

ボンネット内面 エンジンルーム内面 各ドアの内側

リアゲート内面トランクフード内面 給油口廻り

水性密封剤「クリア」

プラス

油性浸透剤

亜熱帯の沖縄は全てが塩害地域です

塩分

塩分

塩害地域の区分

おすすめする防錆の目安

重塩害
地域

岩礁隣接
地域

耐久性の目安地域 おすすめの防錆

岩礁隣接地域 10年以上

10年以上

タフコート

タフコート
タフコート・デニ

フレックスガード

重塩害地域
5～10年
10年以上 タフコート

タフコート・デニ5～10年塩害地域
3～5年

塩害地域

（海岸からの距離）
～200m 200m～500m 500m～7km～

風

風

台風台風

油性密封剤

経年のドア開け閉めによって、ドア下部のヘミング部に
あるコーキングに劣化、亀裂が起こり、雨水などが侵入
することによって錆びを誘発します。
油性浸透剤によってこれまで錆びやすかった箇所、塗
装の内側からの錆びなども抑制することができます。



Tuff-Kote
最長

10年保証タフコート

最高の防錆で守る、過酷な塩害地域に
お住いのあなたにオススメ！

剥がれない、割れない水性ナノ密封剤を厚塗りすることで、強固な被膜を形成。空洞部分に
特殊ツールを使い油性浸透剤「ブラウン」を塗布することで目に見えない箇所も完全にサビ
から守ります。強固な被膜を厚く塗ることによって強靭な被膜となり過酷な使用条件でも効
果を発揮します。また柔軟性のある被膜は、静粛性を高めるとともに、走行時の雑音を軽減
し、優れた防音効果を発揮します。

アンダーボディー
無公害な油性浸透剤「ブラウン」（約0.75～1ℓ）で空洞部分
を処理。 水性密封剤「ブラック」（約2～3ℓ）でアンダーボディー
をサビから守り、優れた防音効果を発揮！

油性浸透剤「ブラウン」を既存穴から合わせ目や
空洞部分へ重点的に浸透させるよう塗布（約0.75～1ℓ）

アンダーカバーを取り外して水性密封剤
「ブラック」を塗布（約2～3ℓ）

最長10年の保証
■軽商用車6年
■軽乗用車・普通商用車8年
■普通乗用車10年
※メンテナンス 3年目・5年目・7年目・9年目

タフコート
こんな方にオススメ！
タフコート
こんな方にオススメ！

水性密封剤「ブラック」
油性浸透剤「ブラウン」

油性浸透剤「ブラウン」で合わせ目や、空洞部分を塗布
水性密封剤 「ブラック」を 塗布水性密封剤 「ブラック」を 塗布

油性浸透剤「ブラウン」で合わせ目や、空洞部分を塗布

※2種類の浸透剤・3種類の密封剤、計5種類の防錆剤と特殊ツールで
　目に見えない箇所に対しても塗布します。
アッパーボディー（沖縄独自、最高峰の3ステップ施工）

※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。

内張りを取り外し既存の穴より特
殊ツールにて油性浸透剤で周囲
合わせ目を重点的に全面にスプ
レー後、油性密封剤にて接合部分、
空洞部分及びゴム周りを処理。錆
びやすい溶接部や切口を水性密
封剤「クリア」処理。

サイドシル・リアフェンダー
既存の穴より油性浸透剤を空洞
部及び周囲合わせ目にスプレー
後、油性密封剤にて接合部分、空
洞部分を処理。給油口を水性密
封剤「クリア」及び油性浸透剤に
て処理。

リアエンドパネル
リアバンパーを取り外し既存の穴より油性浸透剤
を溶接部及び周囲合わせ目に浸透させるように
スプレー後、油性密封剤にて接合部分、空洞部分
を処理。バンパー取り付け部には水性密封剤「ブ
ラック」をスプレー。

ボンネット
断熱材を取り外し油性浸透剤を溶接
部及び周囲合わせ目にスプレー後、
油性密封剤にて切口部分、空洞部分
を処理。錆びやすい溶接部や切口を
水性密封剤「クリア」処理。

トランクリッド
内張を取り外し既
存の穴より油性浸
透剤を周囲合わせ
目にスプレー後、
油性密封剤にて接
合部分、空洞部分
を処理。露出する
部分には水性密封
剤「クリア」処理。

リアゲート
テールランプを取
り外し油性浸透剤
をスプレー後、油
性密封剤にて接合
部分、空洞部分を
処理。錆びやすい
溶接部や切口を含
む全面に水性密封
剤「クリア」処理。

ラジエータサポート
フロントバンパーやフロントグリルなどのパーツを
取り外し、ラジエータサポートからカウルパネルの
錆びやすい部分に油性浸透剤、油性密封剤にて接
合部分、空洞部分を処理。露出部分には水性密封
剤「クリア」処理。ラジエータサポート下部には水性
密封剤「ブラック」をスプレー。 ※車種によっては内張りを取り

　外さず特殊ツールで処理。

※バンパーセンサーおよび、ミリ波レーダー、自動運転センサー等の装着車は、前後バンパー、フロントグリル、ヘッドライト、テールランプを
　脱着せずに施工する場合があります。

Step1 特殊ツールを使いボンネット・ドア・トランク・エンジンルーム・鉄板の
継ぎ目を水性密封剤「クリア」で処理。

水性密封剤「クリア」を使用。（露出部分・切り口・ヒンジ）※ベタつき感がなく、目立たない。

タフコートではパネルの内側周囲合せ目10cm程度を重点的に
油性浸透剤を塗布し、その後にパネル内側全体に塗り広げる2ステップ施工。

Step2

Step3
油性密封剤を上塗りすることで目に見えない箇所や鉄板の継ぎ目、
合せ目などの箇所（ウインドウラインより下部分すべての部位）にタフコート 独自の
亜熱帯地域、沖縄特別仕様を加えた3ステップ施工へと進化しました。

油性浸透剤を使用。（接合部分・空洞部分）※半透明でベタつき感がありいつまでも乾かない。

沖縄で最も品質の高い防錆をしたい
商用車・軽自動車を購入される方
防錆効果はもちろん静粛性と快適性を最高に
岩礁隣接、重塩害地域にお住まいの方
10年以上キレイな状態で愛車を維持したい

沖縄で最も品質の高い防錆をしたい
商用車・軽自動車を購入される方
防錆効果はもちろん静粛性と快適性を最高に
岩礁隣接、重塩害地域にお住まいの方
10年以上キレイな状態で愛車を維持したい

油性密封剤を使用。（接合部分・空洞部分）※ベージュ色で乾燥後はベタつかない。

フロントフェンダー
取り外したフロントバンパー
開口部及びドアの隙間から油
性浸透剤をインナーフェンダ
ーの取付部及び合わせ目に
スプレー後、油性密封剤にて
接合部分、空洞部分を処理。
露出部分には水性密封剤「ク
リア」処理。

フロント・リアドア



※2種類の浸透剤・3種類の密封剤、計5種類の防錆剤と特殊ツールで
　目に見えない箇所に対しても塗布します。

アッパーボディー（沖縄独自のプレミアムな3ステップ施工）
Step1 特殊ツールを使いボンネット・ドア・トランク・エンジンルーム・鉄板の

継ぎ目を水性密封剤「クリア」で処理。

水性密封剤「クリア」を使用。（露出部分・切り口・ヒンジ）※ベタつき感がなく、目立たない。水性密封剤「クリア」を使用。（露出部分・切り口・ヒンジ）※ベタつき感がなく、目立たない。

※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。
※バンパーセンサーおよび、ミリ波レーダー、自動運転センサー等の装着車は、前後バンパー、フロントグリル、ヘッドライト、テールランプを
　脱着せずに施工する場合があります。

油性密封剤を使用。（接合部分・切り口部分）※ベージュ色で乾燥後はベタつかない。

タフコート・デニ
こんな方にオススメ！
タフコートをやりたいが予算が…
フレックスガードでは心配だ
軽自動車なのでしっかりとした防錆がしたい

重塩害、塩害地域にお住まいの方

軽自動車なのでしっかりとした防錆がしたい
新車、新古車を購入される方
重塩害、塩害地域にお住まいの方
5年～10年安心して乗りたい方

タフコート・デニではパネルの内側周囲合せ目10cm程度を重点的に
油性浸透剤を塗布し、その後にパネル内側全体に塗り広げる2ステップ施工。

Step2

Step3
油性密封剤を上塗りすることで目に見えない箇所や鉄板の継ぎ目、
合せ目などの箇所にタフコート・デニ独自の亜熱帯地域、沖縄特別
仕様を加えた3ステップ施工へと進化しました。

油性浸透剤を使用。（接合部分・空洞部分）※半透明でベタつき感がありいつまでも乾かない。

※2種類の浸透剤・種類の浸透剤・3種類の密封剤、計5種類の防錆剤と特殊ツールで
　目に見えない箇所に対しても塗布します。　目に見えない箇所に対しても塗布します。

アッパーボディーアッパーボディー（沖縄独自のプレミアムな3ステップ施工）

せっかくの新車が
サビないようにしっかり対策！

剥がれない、割れない水性ナノ密封剤を塗布することで、強固な被膜を形成。空洞部分に
特殊ツールを使い無公害な油性浸透剤「ブラウン」を塗布することで目に見えない箇所も
完全にサビから守ります。強固な被膜を塗布することによって強靭な被膜となり過酷な使
用条件でも効果を発揮します。また柔軟性のある被膜は、静粛性を高めるとともに、走行時
の雑音を軽減し、防音効果を発揮します。

アンダーボディー
無公害な油性浸透剤「ブラウン」（約0.5～0.75ℓ）で空洞部分
を処理。 水性密封剤「ブラック」（約1.5～2ℓ）でアンダーボディー
をサビから守り、防音効果を発揮！

無公害な油性浸透剤「ブラウン」を既存穴から
空洞部分に塗布（約0.5～0.75ℓ）

最長6年の保証
■軽商用車4年
■軽乗用車・普通商用車5年
■普通乗用車6年
※メンテナンス 3年目・5年目

※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。
※バンパーセンサーおよび、ミリ波レーダー、自動運転センサー等の装着車は、前後バンパー、フロントグリル、ヘッドライト、テールランプを
※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。
※バンパーセンサーおよび、ミリ波レーダー、自動運転センサー等の装着車は、前後バンパー、フロントグリル、ヘッドライト、テールランプを

で空洞部分で空洞部分
でアンダーボディー

※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。
※バンパーセンサーおよび、ミリ波レーダー、自動運転センサー等の装着車は、前後バンパー、フロントグリル、ヘッドライト、テールランプを

水性密封剤「ブラック」
無公害な油性浸透剤「ブラウン」

水性密封剤 「ブラック」を 塗布水性密封剤 「ブラック」を 塗布
無公害な油性浸透剤「ブラウン」で合わせ目や空洞部分を塗布無公害な油性浸透剤「ブラウン」で合わせ目や空洞部分を塗布

タフコート・デニTuff-Kote Dini 最長
6年保証

無公害な油性浸透剤「ブラウン」を既存穴から
空洞部分に塗布（約0.5～0.75ℓ）

アンダーカバーを取り外して水性密封剤
「ブラック」を塗布（約1.5～2ℓ）

ボンネット
断熱材を取り外し、既存の穴からボンネット内
部に油性浸透剤を溶接部及び周囲合わせ目に
スプレー後、油性密封剤にて接合部分ゴムの周
りなど錆びやすい部分及び切口を処理。

フロント・リアドア
内張りを取り外した既存の穴よ
り特殊ツールにて油性浸透剤
で周囲合わせ目を重点的にス
プレー。ゴムの周りなど錆びや
すい部分を油性密封剤で処理。
溶接部や切口を水性密封剤「ク
リア」処理。

フロントフェンダー
取り外したフロントバンパー
開口部及びドアの隙間から油
性浸透剤をインナーフェンダ
ーの取付部及び合わせ目に
スプレー後、油性密封剤にて
接合部分、切り口部分を処理。
露出部分には水性密封剤「ク
リア」処理。

サイドシル・リアフェンダー
既存の穴より油性浸透剤を空洞
部及び周囲合わせ目にスプレー。
給油口を水性密封剤「クリア」及
び油性浸透剤にて処理。

リアエンドパネル
リアバンパーを取り外した既存の穴より油性浸透
剤を溶接部及び周囲合わせ目に浸透させるよう
にスプレー後、油性密封剤にて接合部分、切り口
部分を処理。バンパー取り付け部には水性密封剤
「ブラック」をスプレー。

リアゲート
テールランプを取
り外し油性浸透剤
をスプレー後、油
性密封剤にて接合
部分、切り口部分
を処理。錆びやす
い溶接部や切口を
含む全面に水性密
封剤「クリア」処理。

ラジエータサポート
フロントバンパーやフロントグリルなどのパーツを
取り外し、ラジエータサポートからカウルパネルの錆
びやすい部分に油性浸透剤、油性密封剤にて接合部
分、切り口部分を処理。
露出部分には水性密封剤「クリア」処理。ラジエータ
サポート下部には水性密封剤「ブラック」をスプレー。

トランクリッド
内張りを取り外し既
存の穴より油性浸
透剤で周囲合わせ
目を重点的にスプ
レー。ゴムの周りな
ど錆びやすい部分
を油性密封剤で処
理。露出する部分に
は水性密封剤「クリ
ア」処理。

※車種によっては内張りを取り
　外さず特殊ツールで処理。



水性密封剤「ブラック」
油性浸透剤「半透明」

水性密封剤 「ブラック」を 塗布水性密封剤 「ブラック」を 塗布
油性浸透剤「半透明」で合わせ目や空洞部分を塗布油性浸透剤「半透明」で合わせ目や空洞部分を塗布

フレックスガード

防錆施工証明書付き
(保証無し)

※メンテナンス対応可能

フレックスガード
こんな方にオススメ！
なるべく低予算で抑えたい
沖縄で最低限必要な防錆をお求めの方
中古車を購入される方
3年～5年で車を乗り換える方

なるべく低予算で抑えたい
沖縄で最低限必要な防錆をお求めの方
中古車を購入される方
塩害地域にお住まいの方
3年～5年で車を乗り換える方

flex guard

油性浸透剤「半透明」を既存穴から空洞部分に
塗布（約0.25～0.5ℓ）

アンダーカバーを取り外して水性密封剤
「ブラック」を塗布（約1～1.5ℓ）

※車種によってはボンネット、フロントフェンダー、トランクリッド、給油口のフタが樹脂製の場合、その部位は処理の対象外となります。

剥がれない、割れない水性密封剤を塗布することで、強固な被膜を形成。空洞部分に特殊
ツールを使い油性浸透剤「半透明」を塗布することで目に見えない箇所も完全にサビから
守ります。強固な被膜を塗布することによって強靭な被膜となり過酷な使用条件でも効果
を発揮します。

アンダーボディー
油性浸透剤「半透明」（約0.25～0.5ℓ）で空洞部分を処理。
水性密封剤「ブラック」（約1～1.5ℓ）でアンダーボディー
をサビから守ります！

New

ラジエータサポート
ラジエータサポート及びカウルパネルの錆びやすい
部分に油性浸透剤、露出部分には水性密封剤「クリ
ア」処理。
ラジエータサポート下部には水性密封剤「ブラック」
をスプレー。

油性浸透剤をインナーフェンダ
ーの取付部及び合わせ目にスプ
レー。

リアフェンダー
トランクルームの内張を外し、既存
の穴より油性浸透剤を溶接部及び
周囲合わせ目にスプレー。給油口
を水性密封剤「クリア」処理。

油性密封剤を使用。（接合部分・切り口部分）※ベージュ色で乾燥後はベタつかない。

車を買ったら
とりあえずやっておこう
※1種類の浸透剤・3種類の密封剤、計4種類の防錆剤と特殊ツールで
　目に見えない箇所に対しても塗布します。

アッパーボディー（沖縄独自のベーシックな3ステップ施工）
Step1 特殊ツールを使いドア・トランク・エンジンルーム・鉄板の

継ぎ目を水性密封剤「クリア」で処理。

水性密封剤「クリア」を使用。（露出部分・切り口・ヒンジ）※ベタつき感がなく、目立たない。水性密封剤「クリア」を使用。（露出部分・切り口・ヒンジ）※ベタつき感がなく、目立たない。

フレックスガードではパネルの内側周囲合せ目10cm程度を重点的に
油性浸透剤をスプレー。

Step2

Step3
油性密封剤を上塗りすることで鉄板の合せ目、ゴムの周りなど
錆びやすい部分にフレックスガード独自の亜熱帯地域、沖縄特別仕様を
加えた3ステップ施工へと進化しました。

油性浸透剤を使用。（接合部分・空洞部分）※半透明でベタつき感がありいつまでも乾かない。

ボンネット
既存の穴からボンネット内部に油性浸透剤
を溶接部及び周囲合わせ目にスプレー後、
油性密封剤にて切り口、接合部分、ゴムの
周りなど錆びやすい部分を処理。

フロント・リアドア
既存の穴より特殊ツールに
て油性浸透剤でドア下部を
重点的にスプレー。ゴムの周
りなど錆びやすい部分を油
性密封剤で処理。溶接部や
切口を水性密封剤「クリア」
処理。

トランクリッド
既存の穴より特
殊ツールにて油
性浸透剤で周囲
合わせ目を重点
的にスプレー。ゴ
ムの周りなど錆
びやすい部分を
油性密封剤で処
理。錆びやすい
溶接部や切口を
水性密封剤「クリ
ア」処理。

リアゲート
ヒンジ周りに油性
密封剤にて処理。
錆びやすい溶接部
や切口を水性密封
剤「クリア」処理。
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